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▶東京ジョブコーチ事業利用のご相談、ご依頼に関すること
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▶事業全般、東京ジョブコーチに関すること

公益財団法人 東京しごと財団
障害者就業支援課 コーディネート事業係
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-10-3 東京しごとセンター8階
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Contact us

表紙の絵 作品名：「日本昔ばなしカレンダー」
作者 ： 山本 聡志さん

～～おお知知ららせせ～～

～ご家族より～
絵本が大好きな、大きな体と太い指に似合わず手先の器用
な聡ちゃん。２～３歳の頃から、絵本を読み聞かせるといつも
上機嫌で、絵本を持ってきては読んでとねだりました。絵との
出会いでした。幼稚園の頃から絵を描くようになり、いろいろ
な動物や魚の世界を思うままに描き、ゾウさんの絵は特にお
気に入りでした。又独特の色遣いと構図、特に太陽の強烈な
色遣いには驚かされビックリしました。
カレンダーとの出会いは、中学生の時先生の指導を受けな
がら仲間と作った版画のカレンダーでした。（その時の作品
は今も我が家に飾ってあります。）高校を卒業したころから本
格的に大好きなカレンダー作りが始まり、パズル・版画・書・
折り紙・切り絵・貼り絵・タピポンと様々な技法で自分の世界
を広げていき、東京都障害者作品展では「日本昔ばなしカ
レンダー」、タピポンの「僕の動物園」で２回入選しました。
今では北海道から九州まで、聡ちゃんのカレンダーを待って
いるたくさんのお友達が出来、今日も大好きな日本昔ばなし
のDVDを見ながら、切り絵・サインペンで貼り絵を作り「日本
昔ばなしカレンダー」作成にいそしんでいます。

（編集注）タピポン…毛糸を使った刺繍。絵を描く感覚で、専
用の針でポツポツと布を刺し埋めてゆくと、絨毯のような手
触りの作品が仕上がる。

今号では東京ジョブコーチ支援のひとつでもある『集合研修型支援』について紹介しています。
複数名障害のある方を雇い入れている企業様からご依頼いただくことが多いです。オーダーメイ
ド型の研修内容となりますので、遠慮なくご相談いただければと存じます。また、障害のある方の
リモート就労に関する相談も受け付けておりますので、こちらも是非ご活用いただければ幸いで
す。

東京ジョブコーチ支援センター
センター長 笠原 拓也

カレンダーは月ごとに綴じられています。
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